
　令和元年５月15日有限会社二の岡フーヅ様より、
福祉車両１台(トヨタＴＡＮＫ)の御寄附を頂きました。
　この福祉車両は、社会福祉協議会の事業運営、主に利用
者さんの送迎等を中心に活用させていただきます。
　心温まる御寄附を頂き
誠にありがとうございました。

～福祉車両の御寄附を

　　　　　　　　頂き
ました～

ひだまり

視覚に障害がある方のための、音声による社協だよりもあります。  詳細 　市立図書館　☎82‒0391
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皆
様
か
ら
の
会
費
は
、自
主
運
営
を
進
め
る
う

え
で
大
変
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
協
だ
よ
り「
ひ
だ
ま
り
」を
年
８
回
発
行
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
を

活
用
し
、事
業
の
周
知
、各
種
講
座
や
研
修
会
参

加
者
募
集
等
、社
協
関
係
情
報
に
限
ら
ず
、広
く

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、第
35
回
御
殿
場
市
ふ
れ
あ
い
広
場
や
第

30
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
、障
害
者
週
間
で

の
講
演
会
な
ど
の
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は
、認
知
症
高
齢
者
、

知
的
障
害
者
、精
神
障
害
者
等
、判
断
能
力
が
低

下
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、日
常
的
な
金
銭
管
理

や
福
祉
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
支
援
、権
利

侵
害
か
ら
の
見
守
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、成
年
後
見
事
業
で
は
、認
知
症
や
障
害

等
に
よ
り
判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
に
対
し
て
、

そ
の
方
の
権
利
を
護
り
、そ
の
人
ら
し
い
生
活
の

維
持
を
支
援
す
る
た
め
に
、家
庭
裁
判
所
の
選
任

に
よ
り
、法
人
と
し
て
の
御
殿
場
市
社
協
が
後
見

人
等（
成
年
後
見
人
、保
佐
人
及
び
補
助
人
）を
受

任
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
受
任
件
数
は
、
受
任
中
６
件（
後

見
５
件
、保
佐
１
件
）。

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、民
間
企
業
、協
同
組
合

等
の
多
様
な
主
体
が
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、平
成
28
年
10
月
か
ら
御
殿
場
市
の

委
託
を
受
け
、多
様
な
関
係
機
関
や
団
体
等
に
よ

り
構
成
さ
れ
る
協
議
体
を
設
置
し
、御
殿
場
市
の

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、「
住
民
参
加
型
生
活
支
援
事
業
」の
開

始
に
向
け
て
、担
い
手
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
、

延
人
数
２
７
３
１
人
の
支
援
計
画
を
作
成
。
訪
問

介
護
事
業
で
は
、延
べ
４
２
５
７
回
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
し
ま
し
た
。

　
通
所
介
護
事
業
で
は
、延
べ
７
０
８
６
人
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花
で
は
、

７
０
２
２
件
の
相
談
と
１
０
４
４
件
の
介
護
予
防

プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、玉
穂
・
高
根
地

域
高
齢
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
等
を
開
催
し
、

高
齢
者
の
支
援
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

 『
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
』や『
子
育
て
サ
ロ
ン
』な

ど
の
支
援
を
は
じ
め
、地
域
に
お
け
る
各
種
事
業

の
立
案
、
開
催
支
援
、
情
報
提
供
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
調
整
等
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
開
始
に
伴

い
、市
内
各
所
で『
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
』が
立
ち

上
が
り
つ
つ
あ
る
中
、地
域
福
祉
活
動
の
基
盤
で

あ
る『
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』活
動
と
の

共
存
、相
互
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、『
ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
』 『
ふ
れ
あ

い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
』 『
子
育
て
サ
ロ
ン
活
動
』

各
活
動
の
効
果
的
な
運
営
及
び
よ
り
一
層
の
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

地
域
福
祉
研
修
・
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
手
話
や
点
字
、朗
読
等
の
各
種
講
習
会
の
開
催

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
受
付
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　　
小
学
校
か
ら
高
等
学
校
、特
別
支
援
学
校
で
の

一
貫
し
た
事
業
を
継
続
実
施
し
、福
祉
教
育
の
学

習
・
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
の
た
め
に
、ま
た
、

教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
適
応
す
る
よ
う
、福
祉
教

育
研
修
・
連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

 「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
」 「
結
婚
相
談
」 「
心
配

ご
と
法
律
相
談
」等
７
つ
の
分
野
に
わ
た
る「
ふ

れ
あ
い
福
祉
相
談
」の
ほ
か
他
部
門
も
含
め
年
間

４
７
４
６
件
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

　
結
婚
相
談
事
業
の
強
化
と
し
て
、婚
活
に
自
信

を
持
っ
て
臨
む
力
の
向
上
を
目
的
と
し
た
講
座
を

実
施
し
、ま
た
、独
身
男
女
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
出
会
い
と
交
流
の
場（
婚
活
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

を
提
供
し
ま
し
た
。

　
御
殿
場
総
合
サ
ー
ビ
ス
、御
殿
場
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
グ
ル
ー
プ
編
成
し
、世

代
間
交
流
、高
齢
者
の
支
援
事
業
、市
民
活
動
の
推

進
等
、総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
事
業
を
実
施

し
、延
べ
２
１
０
５
４
４
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
利
用
者
延
べ
人
数
２
６
２
７
人
に
、日
中
入
浴
、

排
泄
及
び
食
事
な
ど
必
要
な
生
活
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、日
中
一
時
支
援
で
は
、延
べ
９
２
３
人

に
活
動
の
場
を
提
供
し
ま
し
た
。

組
織
の
強
化
・
財
政
基
盤
の
確
立

高
齢
者
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

地
域
福
祉
推
進
事
業

福
祉
教
育
の
推
進

地
域
福
祉
推
進
事
業
の
実
施

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

生
活
介
護
事
業
所
「
あ
け
ぼ
の
」

介
護
保
険
事
業
の
展
開

権
利
擁
護
事
業

福
祉
啓
発
活
動
の
推
進

平
成
30
年
度

事
業
報
告

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （２）



平成30年度 社会福祉法人御殿場市社会福祉協議会会計決算の概要
法 人 全 体

（単位：円)

事業活動収入

施設整備等収入
その他活動収入
前期末支払資金残高
収入合計

事業活動支出

施設整備等支出
その他活動支出
支出合計

当期末支払資金残高

415,036,000

0
35,201,000
52,221,000
502,458,000

463,869,000

759,000
4,254,000

468,882,000

52,228,412

419,529,926

0
35,200,908
52,228,412
506,959,246

449,641,474

608,400
4,254,000

454,503,874

52,455,372

△4,493,926

0
92

△7,412
△4,501,246

14,227,526

150,600
0

14,378,126

226,960

受託金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等収入
経常経費補助金収入
会費･寄附金
事業収入
その他の収入等

人件費
事務費
事業費
共同募金配分金事業費
助成金
貸付事業支出

職員退職金・介護サービス事業費不足分取崩

前年度繰越金

デイ送迎用車輌リース料

職員退職手当積立

153,679,544
140,342,321
47,051,954
46,621,901
16,155,885
7,924,052
7,754,269

294,112,522
102,863,521
33,372,803
11,090,128
7,822,500
380,000

前年度決算額より226,960円の増

最終予算額(A)

前年度決算額 当年度決算額 増　減

決算額(B) 増減(A)-(B) 備    考

【事業活動収入内訳】
事業活動収入合計
4億1,952万9,926円

【事業活動支出内訳】
事業活動支出合計
4億4,964万1,474円

受託金収入 37%
前年度比(480万円余増)

事業収入 ２%会費･寄附金 ４%

その他の収入等 ２%

介護保険事業収入 33%
前年度比(1,320万円余減)

経常経費補助金収入 11%
前年度比(19万円余減)

障害福祉サービス等収入 11%
前年度比(440万円余減)

助成金 ２%
共同募金配分金事業費 3%

人件費 65%
前年度比(1,430万円余減)

事業費 ７%
前年度比(68万円余増)

事務費 23%
前年度比(290万円余減)

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり（３）



お助けマン日記

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会

加
入
の
お
願
い

普
通
会
員

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
会
費
は
、住
民
組
織

と
し
て
の
性
格
を
表
す
最
も
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
お
り
、毎
年
全
世
帯
に
普
通
会
員

へ
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
加
入
に
つ
い
て
は
、各
区
長
様
を
通

じ
て
７
月
26
日
ま
で
の
取
り
ま
と
め
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、趣
旨
を
御
理
解
い
た

だ
き
、会
員
と
し
て
加
入
と
各
事
業
へ
の
御

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

普通会費

（１世帯当たり年額）
500円

…………  普通会費の使われ方 …………
　皆様から頂きました普通会費は、各地域のサ
ロンを運営している地域福祉推進委員会の活動
費を始めとして、小・中・高・特別支援の各学
校で行われている福祉教育、住民の皆様による
ボランティア活動や各種相談事業などに使われ
ます。

住民参加型生活支援事業「あったかサポート」が始まりました！！
支援日は天候に恵まれ、気持ちの良い陽気の中で、利用者宅の草取りをしていただきました。

　住民参加型生活支援事業「あったかサポート」では、草取りをしてくださる支援員の方を募集中です。
この事業に賛同し、自分の空いている時間に地域の方の役に立ちたいと思われる方は、是非御連絡くだ
さい。
　支援員となるためには、支援員養成講座（随時開催）を受講し、会員として年額1,000円（保険料等）
を納入する必要があります。
※年会費は４月から翌年３月までの年度扱いになります。

支援員：早川孝一さん

スーパーボランティアの尾畠春夫さんは「社会に恩返しがした
い。」とボランティア活動をしています。私も同じ気持ちで「あっ
たかサポート」に参加させていただきました。利用者様からの
要請で利用者宅庭の草取りを行いました。とても感謝されまし
た。一人でできないことがあれば声を上げましょう。きっと誰か
が助けてくれます。人は支え合って生きていることを忘れずにこ
れからも活動を続けていきたいと思います。

草取りをしてくださる
支援員　大募集!!

●申込み・問合せ

御殿場市社会福祉協議会 電 話0550-70-6801 (地域福祉課地域福祉スタッフ)まで

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （４）



　誰もが住み慣れた地域で安心して生活することができるように、認知症や知的障害、
精神障害などの理由で判断能力が十分ではない方の生活を、市民感覚を生かしたきめ
細やかな後見活動により支えていく「市民後見人」に対する期待が高まっています。
　御殿場市と小山町では、この「市民後見人」として必要となる基礎知識を習得して
いただく「市民後見人養成講座」を10月５日(土)から共同で開催します。
　講座の開催に当たり説明会を開催しますので奮って御参加ください。

市民後見人
養成講座説明会

参加者
募集

内　　　容 成年後見制度の概要、養成講座の日程・カリキュラム、市民後見人の活動
などについての説明

申　込　み 令和元年８月２日(金)までに御殿場市社会福祉協議会又は
小山町社会福祉協議会へ所定の申請書を提出いただくか
電話にてお申し込みください。
（受付時間：平日8：30～ 17：00）

日時･会場 ① 令和元年８月３日(土)　13：30～ 14：30（開場13：00）
 　御殿場市民交流センター｢ふじざくら」・交流ホール

② 令和元年８月４日(日)　10：00～ 11：00（開場９：30）
 　小山町総合文化会館・２階　集会室

※同じ内容で２回開催しますので、御都合のよい会場にお越しください。

対　象　者 次のいずれにも該当する方
① 成年後見制度及び高齢者や障害者への福祉活動に理解と熱意がある方
② 権利擁護及び福祉の担い手として活動する意欲がある方
③ 20歳から概ね70歳までの心身共に健康である方
④ 御殿場市又は小山町に住所を有している方
⑤ 市民後見人養成講座の全日程を受講できる見込みがある方
⑥ 弁護士会、司法書士会、社会福祉士会、税理士会又は行政書士会に
　 所属していない方

●申込み・問合せ

御殿場市社会福祉協議会 御殿場市萩原988番地の1 電 話0550-70-6801
小山町社会福祉協議会 小山町小山75番地の７ 電 話0550-76-9906

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり（５）



令和元年８月21日(水)・28日(水)・９月４日(水)
10：00～15：00
御殿場市民交流センター「ふじざくら｣　１階　ボランティアビューロー
朗読ボランティアに興味のある市内在住・在勤者(70歳以下)
講師による実技指導、朗読ボランティア「くろつぐみの会」の録音体験
無料
20名(先着順)
７月１日(月)から７月31日(水)までに御連絡ください。

日　時

会　場
対象者
内　容
受講料

申込み
定　員

朗読ボランティア養成講習会(初級編)
　ＮＨＫ日本語センター講師による朗読講習を受講しませんか？ 受講者募集

令和元年７月６日(土)　13：30～15：00
御殿場市民交流センター「ふじざくら｣　２階　第３研修室ほか
・普通運転免許を持ち運転経験３年以上の御殿場市内在住者(原則)
・運転ボランティア活動に興味がある方
福祉車両の操作実習・試乗、車椅子の介助実習等
無料
15名
７月４日(木)までに御連絡ください。

日　時
会　場
対象者

内　容
受講料
定　員
申込み

運転ボランティア入門講座
　社会福祉協議会では高齢者や障害者の外出のお手伝いをするための福祉車両の貸出しを行い、ボランティア
のみなさんが車両の運行を行ってくださっています。運転ボランティアは、普通運転免許があればできるボラン
ティア活動です。
　空いた時間を利用して運転ボランティアを始めてみませんか？

受講者募集

令和元年度 ｢点字体験教室｣
　点字は視覚障害者にとって読み書きできる文字です。
　この機会に点字に触って、書いて、読んでみませんか？

参加者募集

令和元年９月22日(日)
９：30～１５：30
御殿場市民交流センター「ふじざくら｣　１階　ボランティアビューロー
小学生以上で点字に興味がある方
点字の成り立ち・点字器の使い方を習い、
実際に書き方・読み方を体験する。
無料
20名(先着順)
９月６日(金)までに御連絡ください。

日　時

会　場
対象者
内　容

参加費
定　員
申込み

●申込み・問合せ

御殿場市社会福祉協議会 電 話0550-70-6801 FAX0550-89-5501

すべての人が幸せだと思える住民による福祉のまちづくり （６）


